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おわりに 

この資料の趣旨： 

   私(中川 徹)は、「創造的な問題解決の方法」の研究・教育・普及をしてきました。TRIZ(トリーズ）は、技術分野で開発された、そのよう

な方法の重要なものです。問題をきちんと捉え、現状を分析し、理想を考え、変革のアイデアを得、新しい解決策を構想し、その実現を目

指す、という基本的なやり方をする科学的な方法です。それは、技術以外の分野にも発展しつつあります。私自身も科学技術の分野から

社会や人間の分野にこの考え方を拡張することを試みようとしています。 

    ただ、社会的な分野は、技術分野よりも、ずっと問題が輻輳しており、この分野に素人の私が取り掛かることは容易でありません。その

ときに目についたのが、「札寄せツール」という図示のツールでした。Ｅｘｃｅｌ上で札に書いたものを自由に動かしながら、論理関係を見える

ようにし、考えるためのツールです。このような「見える化」には 80 年代からＱＣ運動の中で馴れていましたから、社会的な問題を理解する

取り掛かりとして、最適と判断しました。 

    2015 年 6 月 30 日の老人による新幹線焼身自殺放火事件はショックでした。それが引き金になって、藤田孝典さんの『下流老人』の本

を読みました。二度精読して、この本を「見える化」しようと決めました。各章ごとに札寄せツールで「見える化」し、ホームページに連載して、

1 月初めに完成させました。その一連の図をまとめたのが本資料です。本に文章として書かれていることを、文意に沿って、図にしたもので

す。図は大局的に見ることも、詳細に見ることも可能にし、論理関係を明瞭にします。論点が明確になりますから、自分で考えるにも、また、

数人あるいは多数で議論する場合にも、考えを整理する土台になります。 

    「日本社会の貧困」というのは、いまの日本、そして、将来の日本にとっての、非常に大きな問題だと、改めて認識しました。老後の貧

困、現役世代・若者世代の貧困、そして子供たちの貧困、これらがいま広く広がり、連鎖しながら急速に拡大しつつあります。見かけは華

やかな日本社会が確実に壊れつつある、というのが、「見える化」作業を始めて、認識したことです。これを止めるのにどうしたらよいのか、

貧困を救済し、予防するのに、政治をどのようにすればよいのか、私たち国民みんなが考えねばなりません。この資料が、皆さまの理解と

議論のお役に立てることを願っています。 

主題： 日本社会の貧困を考える  [A] 高齢者の貧困化 

原典： 藤田孝典著  『下流老人：一億総老後崩壊の衝撃』 

朝日新書 520、朝日新聞出版、2015 年 6 月 30 日刊、222 頁 
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本書の構成： 

本書で、「下流老人」の 

実状、社会的背景、 

未来予想、を記し、 

自己防衛策も提示する。 

わたしは、 

埼玉県で12年間、 

下流老人を含めた 

生活困窮者支援を行

うNPO法人の活動を 

してきた。 

「高齢者の貧困＝下流化」は、 

これから誰にでも起こり得る 

身近なこと。 

下流老人はいまや至る 

ところに存在する 

原典： 藤田孝典著 『下流老人』  「はじめに」 pp.  3 - 8 

論点の可視化 （「札寄せツール」による図示)   (中川 徹) 

「下流老人」という言葉に 

高齢者をバカにしたり、 

見下す意図はない。 

日本の高齢者の格差と

貧困は極めて深刻。 

「下流老人」の存在が日

本社会に計り知れないイ

ンパクトを与えるだろう 

格差と貧困が今後も一層 

広がっていくことが 

予想できる。 

読者の皆さんに知ってほしいこと 

日本に「下流老人」が 

大量に生まれており、 

「一億総老後崩壊」 

といった状況を 

生み出す危険性が 

今の日本にある。 

本書では、「下流老人」＝ 

「生活保護基準相当で 

暮らす高齢者及び 

その恐れがある高齢者」 

と定義する 

下流老人の実態や 

背景は、 

驚くほど知られていない。 

問題の全体像を示した 

文献、報道がまだない。 

あるいは、恐ろしすぎて 

無意識のうちに目を背けて 

いるのかもしれない。 
現在推定600万～700万

の「下流老人」がいる 

多くの読者とともに、 

解決策を模索していきたい。 

主題： 日本社会の貧困を考える  [A] 高齢者の貧困化 

原典： 藤田孝典著  『下流老人：一億総老後崩壊の衝撃』 
朝日新書520、朝日新聞出版、2015年 6月30日刊、222頁 

論点の可視化（図示) とまとめ：  中川 徹 (大阪学院大学 名誉教授）

『TRIZホームページ』掲載 2015. 9.17 

(0)  はじめに 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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(3) 頼れる人間がいない 

（社会的孤立） 

特徴(2)： 十分な貯蓄がない 

日本の「相対的貧困率」は 

「相対的貧困」の尺度で 

考えると 

生活水準が生活保護レベル

かそれ以下 

特徴(1) ： 収入が著しく少ない 

わたしの、 

「下流老人」の定義： 

生活相談から 

みえてくる 

「下流老人」の 

特徴 （3つ) 

「生活保護レベル」＝ 

「生活補助費」＋「住宅補助費」 

とする 

首都圏に住む 

一人暮らしの高齢者の場合 

月額 約13万円  

(年額約150万円) 

具体的には、統計上の 

所得の中央値の半分以

下の所得しか得られない

人 全世帯で相対的貧困率 

16.1% 

一人暮らしの場合、 

等価可処分所得の中央値は 

244万円、その半分は122万円 

2人世帯で170万円、 

3人世帯 210万円、 

4人世帯 245万円。 

高齢男性単身の場合38.3%、 

高齢女性単身 52.3% 

貯蓄の取り崩し：  

（生活費－収入）×12 ×年数 

＋ 予想外の出費 （事故、 

病気、介護、その他） 

厚労省国民生活基礎調査：  

高齢者世帯 貯蓄なし16.8%、 

500万円未満 4割以上 

他方： 高齢者世帯 

  貯蓄 3000万円以上 

11.6% 

近年、核家族化により、 

生活に困ったときや 

助けてほしいときに 

家族が周囲にいない状況が、

当たり前の社会になって来てい

る 

「下流老人」＝ 

「生活保護基準相当で 

暮らす高齢者およびび 

その恐れがある高齢

者」 

要するに、下流老人は、

あらゆるセーフティネット

を失った状態といえる 

憲法に定められている、 

「国民の健康で文化的な 

生活」の最低ラインを 

規定する重要な指標 

注： 生活保護費は、 

世帯人数で違う、 

  地域の違いもある。 

生活保護では、医療補助費や介

護補助費が国から 

現物支給。税金の支払いも減免

される 

「高齢者はみな金持ち」 

というイメージは 

明らかに間違い 

このレベルになると普通の家庭

にあるべきものがない 

ケースが増える。 

  （住居、食事、医療、介護、...) 

この種の統計において、

「平均値」は適切な指標

にならない。 

「中央値」を使って考え

ることが大事 

「相対的貧困」＝ 

対象者が属する共同体

(国や地域)の大多数に 

比べて貧しい状態 

にあること 

生活上のトラブル（事故、病気、

介護など）に襲われると、たち

どころに生活が破たんする。 

例： 300万円の貯蓄でも、 

月6万円取り崩すと、 

4年間でなくなる。 

 収入が著しく少ない、 

十分な貯蓄がない、 

頼れる人間がいない 

「貧困」のとらえ方 

(国際認識）： 

各国内での 

「相対的貧困」 

相談する相手がいないので、

生活に困窮しても 

助けを求められず、 

問題が重篤化してから 

発見されることが多い 

ほぼ同額である 

原典： 藤田孝典著 『下流老人』  「第1章 下流老人とは何か」 pp.  20 - 44 

論点の可視化 （「札寄せツール」による図示)   (中川 徹) 『TRIZホームページ』掲載 2015. 9.17 

(1)  下流老人とは何か (1A)  下流老人の特徴 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

シリーズ：「日本社会の貧困」を「見える化」しながら考える　[A] 高齢者の貧困化　 － 3 －



悪影響4：少子化を 

加速させる 
悪影響3：若者世代

の消費の低迷 

悪影響2：価値観の崩壊 悪影響1：親世代と子供

世代が共倒れする 

下流老人が増えると、何が問題なのか？ 

身内の誰かが下流老人に

なった場合、その子供世代

が共倒れする危険がある 

例えば、5万円/月の仕送り

をすると、子ども世代の経

済的余裕がなくなり、貯金

をできなくなる。 

（子ども世代の年収が減り 

つつある。特に非正規雇用

の収入が少ない） 

高齢者が敬われなくなる

危険性：「年寄なんか邪

魔だ、お荷物だ」 

「長生きすることが素晴

らしい」という価値観が

崩れる。 

これは生命の価値自体が

軽んじられることにつな

がる。 

差別につながる危険性。 

若者世代が、自分の老

後の不安のために、貯

蓄に向かうようになる 

20－50歳台の消費意欲

が減退し、経済の低迷

が続く 

若者世代が自分の老後に

不安を持つと、子どもの

養育・教育費の負担を考

えて、子どもをあまり産

まなくなる。 

若者で、結婚や子供を 

諦めている人が少なから

ずある。 

下流老人が増えると、 

注： 下流老人が生まれる/増える要因は、 

   第3章で考察する。 

家族扶養を前提とした 

従来型の社会福祉モデルは、

限界に達している。 

原典： 藤田孝典著 『下流老人』「第1章 下流老人とは何か」 pp. 20 - 44 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  

『TRIZホームページ』掲載 2015. 9.17 

(1) 下流老人とは何か  (1B) 下流老人の何が問題なのか 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

ここで結果（影響）として表れている 

ものが原因となる面もある。 

問題が循環している面も。 
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原典： 藤田孝典著 『下流老人』「第2章 下流老人の現実」 pp. 45 - 73 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015. 9.30 

(2) 下流老人の現実 (2A) 4つのケ－ス（模式図による図示） 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

親を介護した期間が 

無職で、年金が少ない 

うつ病で働けない 

長女を支えているが、 

困窮に向かう 

年金なし。 

退職後、病気治療 

のために貯金を使い 

果たした。 

（若年性）認知症に 

本人も周りも気づかず、 

そのままで生活を 

続けてしまった。 

上流 

下流 

中流 

年齢 

年代 

新潟県出身 

父は漁師、 

一人息子 

高卒 

0 20 

自衛隊 

入隊し、 

辞める 

中華料理店で 

料理人として 

働く（正社員） 

40 

父を 

介護 

1年 

母を介護 

10年 

親を介護 

するため 

職を辞め 

実家に 

職なく 

実家を 

引き払う 

60 

首都圏で 

介護の仕事 

で働く 

65歳退職 

貯金500万円 
 年金 

9万円 

糖尿病・ 

腰痛あり 
 

貯金が 

底を突き、 

生活困窮 

生活保護 

受給 

80 

1938 2018 1998 1978 1958 

親を介護した期間が 

無職で、年金が少ない 

ケースA.  新潟県出身の男性（76歳） （生まれ 1938年頃） 

上流 

下流 

中流 

年齢 

年代 

神奈川県出身、 

男性 

0 20 

建設会社で、事務職員としてずっと働いた 

40 

大学を 

中退 

会社が 

厚生年金に 

入っていなかった。 

国民年金も入らず。 

60 

62歳早期退職 

貯金1500万円 

退職金1500万円 

安泰と思った 
年金 なし 

心筋梗塞で 

2度倒れる 

治療費が高額 

80 

1946 2027 2006 1986 1966 

給料は300万円くらい 

普通の暮らしができていた 

生涯独身、 

賃貸アパート暮らし、 

基本的に健康 

自分の墓代に 

900万円 

生活費・治療費で 

貯金が完全に消えた 

退職前の給料は 

500万円くらい 

ボーナスもあった 

ネットカフェで生活 

生活保護 

受給 

年金なし。 

退職後、病気治療

のため貯金を使い

果たした。 

高額療養費 

助成制度を 

知らなかった 

ケースＣ: Ｃさん（69歳、生1946年ころ）、神奈川県出身、男性。 

上流 

下流 

中流 

年齢 

年代 

地方出身、 

男性 

0 20 

埼玉県内で、銀行員として 

ずっと働いた 

40 

地方の 

大学を 

卒業 

業務が 

うまくできず 

家庭で 

ストレス爆発 

60 

早期勧奨退職 

貯金・退職金あり 

資産あり 

年金 24万円 

協議離婚。資産分割、 

年金分割 12万円に 

80 

1946 2027 2006 1986 1966 

結婚し、 

長女を育てる 

（マイホームも） 

退職金を飲食代に 

湯水のように使った 

一人暮らし、 

老後資金や 

年金を散財 

公園で路上生活 

シェアハウスに 

保護 

50代半ば 

変調 

長女、家を出て、 

その後結婚 

（若年性認知症） 

（若年性）認知症に 

本人も周りも気づかず、 

そのままで生活を 

続けてしまった。 

ケースＤ： 
Ｄさん(67歳、生1948年頃）、妻（熟年離婚）、長女（結婚独立） 

上流 

下流 

中流 

年齢 

年代 

埼玉県出身、 

男性 

0 20 

町工場で金型工として、ずっと働いた 

40 

結婚 

短大を 

卒業 

させる 

60 

定年退職 

貯金はあまり無し 
 年金 

17万円 

長女： 

うつ病のため 

一度も仕事に就けない 

80 

1937 2017 1997 1977 1957 

長女誕生 

マイホーム 

を買う 長女 

中学校で 

いじめで 

不登校 

給料は低かったが 

幸せだった 

腕がよく、知事表彰も貰った 

娘を支えて、生活 

マイホームを売り、 

アパートに移る 

貯金を取り崩して 

    3人で生活 

娘の将来が 

最大の心配事 

うつ病で働けない 

長女を支えている

が、困窮に向かう 

ケースB:  Bさん（77歳、生1937年頃）、妻（74)、長女（48) 
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社会問題として、根本から 

対策を立てる必要がある。 

（マクロ実践） 

高齢者の貧困は 

進行し続けている。 

すでに多くの人が 

下流老人になり始め 

ている。 

貯蓄が足りない 

高齢者世帯が多い 

「年金で足りない分は、

働いて何とかする」 

が成り立たない。 

しかし、支出は 

思ったほど減らない。 

高齢者になると、 

現役のころよりも 

所得が激減する。 

全世帯の年間所得は、 

 平均537万円、 

 中央値432万円。 

高齢者世帯の年間所得は、 

 平均309万円、 

 中央値250万円。 

高齢者世帯では、食費や 

子供の養育費は減るが、 

医療費、介護費等が 

増える。 

高齢者世帯の平均所得 

の内訳は、 

 公的年金・恩給：68.5%, 

 稼働所得18.0% 

高齢期に働いて得られる 

収入は、2割に満たない。 

高齢者世帯の貯蓄は、 

 貯蓄なしが 16.8%、 

 200万円未満まで 

  入れると 30.3% 

貯蓄200万円未満は、 

生活上大きな支出に 

見舞われると、 

家計を維持できない 

水準である。 

高齢者の生活意識： 

「大変苦しい」23.2%、

「やや苦しい」31.1% 

NPOの活動は、相談者からの依頼

を受けて、その場その場で最善の

方法を考え、支援してきた。 

 （対処療法、ミクロ実践） 

下流老人の事例は、「誰か知らない人」だけの問題ではない。 

その根拠を示す。 

厚労省の「平成25年 

国民生活基礎調査の 

概況」によると： 

貯蓄のある高齢者と 

貯蓄のない高齢者に 

二分されている。 

世代内格差。 

「想定外」の事態で 

多額の支出が発生 

するリスクが増える。 

制度や政策、人々の意識や考え 

 を変える必要がある。 

  （マクロ実践） 

年金への依存度が高い 

高齢者世帯で貯蓄 

 3000万円以上 

    11.6% 

原典： 藤田孝典著 『下流老人』「第2章 下流老人の現実」 pp. 45 - 73 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  

『TRIZホームページ』掲載 2015. 9.30 (2) 下流老人の現実 (2B) 現実の背景 
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「昔は大丈夫だった」が、 

いまはセーフティネット 

が無くなった 

想定外の高額な入院費用や 

医療費、介護費の負担があると、 

生活があっという間に 

破たんする。 

 

各人が自助努力 

をしているが、 

下流化を 

止められない 

下流老人に陥る 

代表的なパターン： 

 現状編 5パターン 

（しばしば聞く） 

読者の疑問・感想： 
「老後の計画をして 

いない一部の人が 

下流老人になるの 

でしょう」 

「やっぱりどこか 

お金にだらしないん

じゃないの」 

「わたしは貯金して 

いるから大丈夫だろ

う」 

(1) 病気や事故による 

    高額な医療費の支払い   

(2) 高齢者介護施設に 

    入居できない 

(3) 子どもがワーキング 

   プア (年収200万円 

   以下) や引きこもりで 

   親に寄りかかる 

(4) 増加する熟年離婚 

(5) 認知症でも周りに 

    頼れる家族がいない 

高齢者の 

寝たきり寿命 

が長い 

「長寿化社会」

になったことで 

問題が大きく 

なっている 

介護の必要 
高齢期は、

想像以上に 

病気に冒さ

れやすい。 

特に65～75歳の 

前期高齢者に 

多くあてはまる 

自分が生涯を 

通じて健康で 

いられるかは、 

誰にもわからない。 

人生における 

高齢期の割合が 

ものすごく 

長くなった 

下流化のパターン１： 病気や事故による高額な医療費の支払い 

高額な医療費や介護費、療養費が 

必要になる 

家族を介護 

する  

／自分が 

介護して 

もらう  

事故に 

遭う 

リスクが

増える 

原典： 藤田孝典著『下流老人』「第3章 誰もがなり得る下流老人－ 

                                「普通」から「下流]への典型パターン」 pp. 75 - 124 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.10.18 

(3) 誰もがなり得る下流老人 (3A) 現状編  (その1) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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「老後格差の拡大」が背景にある。 

高額な有料老人

ホームは、 

事業収益が高い。

どんどん作る。 

公的な社会福祉の介護の分野に、 

事業者の収益の論理が 

大きな影響を与えている 

高齢者介護施設に入りたくても入れない 

グレーゾーンの

介護施設 

養護老人ホーム 特別養護老人ホーム  有料老人ホーム 

 社会福祉法人などが 

運営。 

要介護高齢者が 

介護保険制度で 

利用できる。 

公的な性格が強い。 

しかし、入所までの 

待ち行列が長い。 

3～5年待ちはザラ。 

家族の介護に頼らなければ

生活ができない高齢者が多

い 

福祉事務所の判断 

 で入居させる。 

身の回りのことが 

自分でできる高齢者

を対象とする。 

床数が圧倒的に不足 

民間の会社が 

  運営する 

利用料が高額：  

「富裕層向けの 

   施設」に 

偏っている 

身体的、経済的な 

問題で自立生活が 

困難な高齢者が、 

居所に困る 

無届の有料 

老人ホームなど、 

必要な介護や 

受診ができない。

劣悪なことあり 

介護施設・ 

老人ホームの 

需要が年々 

高まりつつある 

2000年以降、介護保険制度が 

導入され、多くの事業者が介護を 

収益の対象として見るようになっ

た 

（介護保険の財源不足で)運営費や 

  職員の給与水準が低い 

だから、誰も運営したがらず、 

床数が足りず、 

需要に応えられない 

下流化のパターン 2：  高齢者介護施設に入居できない 

要介護度が高く、明らかに

自立生活が困難な 

高齢者でも、入れない 

介護施設の 

数が圧倒的に 

不足している。 

社会福祉の理念に照

らしてみれば、明ら

かに異常事態である 

老人ホームへの需要

を、「高額な有料老

人ホーム」の供給が

満たしている。 

富裕層だけが入れる。 

介護保険の特別養護老人 

ホームは、収益が低いから、 

あまりつくられない 

高齢者（およびその家

族) の貧困化、下流化

をもたらす 

有料老人ホームの高額化と、 

特別養護老人ホームの不足は、 

高齢者の貧困や不平等の問題として、

リンクして考えねばならない 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

原典： 藤田孝典著『下流老人』「第3章 誰もがなり得る下流老人－ 

                                「普通」から「下流]への典型パターン」 pp. 75 - 124 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.10.18 

(3) 誰もがなり得る下流老人 (3A) 現状編  (その2) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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若者の雇用対策や 

労働環境の改善に 

取り組まないと、 

下流老人を生み 

続ける 

下流化のパターン３：  子どもがワーキングプア (年収200万円以下) や  

                       引きこもりで 親に寄りかかる 

さらに、子どもが親の下流化の要因に 

なってしまうケースもある。 

成人以降も扶養を要する 

子供の存在は、 

高齢者の生活プランを 

根底から覆す 

うつ病などで 

仕事を辞め、実家に

引きこもってしまう

若者も少なくない 

ワーキングプア、 

稼働年齢層の若者の貧困が 

広がっている 

子供が(地方の)実

家で親の面倒をみ

ると、就業するこ

とが難しい 

昔は、子どもが 

親の老後を看るのが

当たり前だったが、

いまの時代はそれが

できなくなっている 

日本の労働人口 

の中で、 

非正規雇用の割合 

が増えている 

2014年 

非正規雇用の率は 

      37.4%  

 パート、 

  アルバイト、 

  派遣社員等 

「不本意非正規」 

  が非正規雇用 

  の    19.2% 

非正規雇用では、

賞与や福利厚生 

が十分に受け 

られない 

過酷な労働環境、 

長時間労働で、 

体調や 

精神のバランス 

を崩す。 
厚労省：20～64歳の 

  生涯賃金の推計： 

  正規雇用： 

    2億2432万円、 

  非正規雇用： 

    1億2104万円 
背景には、 

「失われた20年」の 

  経済低迷、 

  非正規などの 

    雇用問題がある 

子どもに 

親の介護を期待する 

のが無理になって 

来ている 

国民の平均所得が、

低下している 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

原典： 藤田孝典著『下流老人』「第3章 誰もがなり得る下流老人－ 

                                「普通」から「下流]への典型パターン」 pp. 75 - 124 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.10.18 

(3) 誰もがなり得る下流老人 (3A) 現状編  (その3) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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資産管理など 

について、 

高齢期の準備

を 

講じておかな

ければならな

い 

ひとり暮らしの認知症高齢者は、詐欺などの犯罪の脅威にさらされる 

高齢になると、だれでも認知症になり得る。 

74歳までは10%以下、85歳以上で40%超 

高齢者の 

一人暮らしは 

リスクが増える 

パートナー

がいること

の価値を 

再認識する

必要がある 

離婚すると、今までの生活レベルを 

維持できない 

熟年離婚による 

リスクが盲点に 

なっている 

今までの価値観を

変えないと、生活

が成り立たない。 

熟年離婚が急激に増えつつある。           

昔（若い 

頃)は 

結婚する 

のが 

当たり前 

熟年離婚の増加の背景： 

女性が経済的に 

自立しやすくなった 

ことも一つの要因 

これまでの夫に対する不満

が、子育てをひと段落した

高齢期に一気に噴出する 

時代と共に結婚や 

夫婦のあり方に 

関する社会の価値観が

大きく変化した 
はやく夫の世話から逃れて

残りの人生を楽しみたいと

思う女性が出てくる 

二人で30万円で暮らせても、

一人ずつ15万円では 

 生活が苦しい 

生活保護レベルに近づく 

妻は月15万円の

生活費で暮らし

ていけても、 

夫の方は生活能

力が著しく低く

絶望的。 

典型的には、オレオレ詐

欺（振り込め詐欺） 

宗教の勧誘、高額な布団

や化粧品などの訪問販売、

リフォームなどによる詐

取・搾取の犯罪 

詐欺事件では、高齢者の寂しさや 

自尊心などを狡猾に利用 

していて、悪質。 

販売員などが、高齢者が認知症で 

あることを知ったうえで、 

資産を吸い尽くそうとする。 

長生きすれば遅かれ早かれ 

みんな認知症になり得る。 

下流化のパターン 4： 増加する熟年離婚 

下流化のパターン ５： 認知症でも周りに頼れる家族がいない 

この結果、60代前後になって不満が

一気に噴出し、女性が積極的に離婚

に踏み切るケースが増えてきた。 

その後、社会の 

結婚観が変化した 離婚において

老後資産の

半々の配分の

判例が増えた 

60代前後で 

女性側から離婚を 

望む例が増えている 

熟年離婚による高齢者の貧困が増えつつある。 

離婚すると、収入が減るが、

支出はそこまで減らない。 

高齢者の認知症は、 

医者などにはすぐわかるが、 

本人は気づかない 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

原典： 藤田孝典著『下流老人』「第3章 誰もがなり得る下流老人－ 

                                「普通」から「下流]への典型パターン」 pp. 75 - 124 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.10.18 

(3) 誰もがなり得る下流老人 (3A) 現状編  (その4) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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現在の政府の政策や企業の

主張は、貧困を解消せず、

拡大させている 

企業の福利厚生の多くが 

カットされてしまった。 

（厚生年金や社会保険に入って

いないなど）福利厚生が弱い 

非正規雇用は 

下流化に直結する 

親が残した(地方の)

住宅や土地などの 

固定資産が、 

逆に子どもの生活を

苦しめることがある 

若者世代の未婚率の 

増加も、将来の下流化 

リスクを高める。 

現在の勤労者世帯の 

貯蓄は十分でなく、 

今後老齢期に 

下流化するリスクが高い 

高齢期の親の生活を 

家族（子ども）が 

扶助することは、 

ほとんど絶望的 

現在の高齢者は、

圧倒的に恵まれた

世代だが、 

それでも下流化が

起こっている 

昔の「年収400万円」と今の「年収400万円」では、意味合いが大きく違う 

国民にはまだ、「一億総

中流意識」、「年金信

仰」があるが、それらは

幻想に過ぎない 

これからの日本は、 

「ごく一握りの 

富裕層」と 

「大多数の貧困層」に 

分極するだろう。 

貰える年金がまったく足りない、 

減る恐れがある 

高齢期の下流化は、今後さらに広く厳しくなる。 

下流化の芽は、若年～壮年期の 

いろいろなところに顕われている。 

例：現在〈2015年)65歳

の人で、20-60歳の平均

月収38万円とすると、 

厚生年金は月16.5万円。 

また今後、年金制度維

持のために受給額が減

る可能性が高い 

高齢者の貧困は 

 死に直結する。 

貧しい食事、病気、劣悪な

居住環境、、 

現役世代が高齢になった

とき、年金だけではとう

てい生活できない。 

私たちは全員が、緩やか

にしかし確実に貧困に足

を踏み入れている 

平均年収の400万円で

は、高齢期に 

「ギリギリの生活」 

を強いられる 

世界の先進国で、この

ような「富の一極集中

化」が進行している。 

日本で今後経済格差が

ますます拡大すること

は明らか。 

昔あったさまざまな「見え

ざる恩恵」が、いまはこと

ごとく消滅した 
住宅補助（社員寮）、 

各種手当による補助の 

多くがカットされた。 

企業のボーナスや退職金の 

額も著しく減額、 

あるいは消滅した。 

貯蓄額500万円未満が39.5% 

これでで高齢期に入ると、 

下流化のリスクが高い  特に都市部では、 

豊かなこと/人を 

前提にした 

社会システムが 

できてきている 

国内の金融資産の

多くを60歳以上の

高齢者が保有して

いる 

同じ「年収400万円」でも、 

(非正規雇用で) 厚生年金を掛け

ていないと、 

年金は（国民年金部分） 

   約 78万円/年だけ 

この額では、まったく生活で

きない 

非正規雇用が40%の社会で、

正規／非正規の収入格差

は、もはや「自己責任」

で片づけてよい問題では

ない 

雇用問題を改善する手段とし

て、とかく(政府や企業から)

「さらなる経済成長」が叫ば

れがちだ 

しかし、「経済が成長すれば、

非正規雇用が減り、正規雇用

が劇的に増えて皆が幸せにな

る」ということはない 

財務省調査：  

企業の利益剰余

金：  

1988年 100兆円超、 

2004年 200兆円超、 

2012年 300兆円超 

「富裕層がさらに豊かになれ

ば、貧困層にも富が自然とし

たたり落ちる」と称するトリ

クルダウン政策は、貧困問題

の改善に寄与していない 

労働条件や賃金の向上に

ついて、(雇用形態に関

係なく、一枚岩になっ

て) 企業や経営陣に改

善を要求しなければなら

ない 

退職後、高齢者になってか

ら、考えても遅い。いまか

ら声を上げるべきだ 

生涯未婚率は、（2010年） 

 男性  20.14%、 

 女性  10.61% 

経済的な理由から、 

結婚しない(できない、諦め

ている) 人々が増えている 

また、結婚しても 

離婚する割合が増える 

家族を作らないこと

は、自分の老後の 

社会的孤立のリスク

を高める 

社会福祉や社会保障は、 

すべて世帯を単位に 

制度が構築されてきて、 

家族がいる前提で 

初めて十分に機能する。 

この制度が対応できなく

なる。 

全国の空き家数は、 

2013年 820万戸 

     13.5% 

管理・維持・税に 

お金がかかり、 

売りたくても売れな

い状況がある 

このような 

「不良資産」の 

問題が今後 

表面化していくだ

ろう 

ここからは現役世代に視点を

移して考えよう 

一般水準の給与をも

らっていても、 

老後の年金額は 

月20万円を下回る 

今は、 

貯蓄の余裕がない 

企業は、景気の浮

き沈みに関係なく、

内部留保を蓄え続

けている 

勤労者の立場で要求する

べき 

非正規雇用の賃金は、

正規雇用よりも 

(同一労働でも) 低

い 

非正規雇用は不安定 

原典：藤田孝典著『下流老人』「第3章 誰もがなり得る下流老人－「普通」から「下流]への典型パターン」pp. 75-124 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  

『TRIZホームページ』掲載 2015.10.18 

(3) 誰もがなり得る下流老人 (3B) 近い未来編   

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

論理的関係 解決策 対立関係 
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下流老人たち当事者

が、自分からは声を

上げられない状況に

あるからだ。 

日本社会の貧困

が見えにくい、

見えにくくされ

ている。 

生活困窮者に対す

る批判がなくなら

ない背景には、多

くの人が貧困に対

して現実感を持っ

ていないことがあ

総合的に、そして具体的に、

解決策を考えていく必要が

ある 

種々の社会問題、特に貧困

の問題は、蜘蛛の巣のよう

にあらゆる方面にリンクし

ている 

私たち自身の考えや価値観

を変える必要がある。 

このようなわたしたちの意

識が、下流老人の問題を悪

化させている 

その背景には、私たちの

「無自覚」、「無理解」

の問題がある。 

生活困窮者の支援に対し

て、否定的・反対の意見

が多く寄せられる 

日本で高齢者の下流化が進ん

でおり、今後も増え続けるこ

とは、明らかである。 

それなのに、 

なぜ、何の対策も講じられ

ていないのか？ 

当たり前だが、 

「貧困は罪ではない」 

他の重要な政策とも優先

度を冷静かつ客観的に比

較しつつ 

「では、下流老人の対策

をどうするのか」を考え

生活困窮者の支援活

動に対する否定的意

見（国民中のかなり

の人の意識） 

生活困窮者/下流老人

自身の意識や振舞い 

拠り所とすべき基本的

な考え方 

行政の現状、対応 今後の方向への考察 

「助けてくれ」と声

を上げる人々が身近

にたくさんいたら、

いまよりもっと対策

を講じやすい土壌に

なるだろう。 

しかし、そうなって

いない。 

[1]  貧困が見えにくい 

[0]  はじめに： 問題の状況と方向の概要 

論旨の補足(中川) 一般的な記述 

これらの一つのことに

だけ注目した要求や二

者択一的な議論は、誤

る／悪影響をもたらす

ことが多い。 

札・枠の色 

矢印の色 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第4章 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 pp.125-147 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.11.27 

(4) 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 － 意識と理解の問題  (その1) 

注： この章は、いろいろな立場の人たちの議論を扱っています。下記のように、立場を表現します。(中川) 

論理的な流れ 解決策(案) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

 
シリーズ：「日本社会の貧困」を「見える化」しながら考える　[A] 高齢者の貧困化　

 
－ 12 －



社会保障を受け

ることは 

「甘え」でなく、

「権利」である

という、 

認識の変革が必

要である。 

海外先進諸国では、 

社会保障を受けることは 

「甘え」でなく、「権利」 

として浸透している。 

資本主義社会では 

失業や貧困に至る人々

がいることを想定して、 

社会保障制度などを確

立してきた。 

下流老人も、 

「できるだけ、

生活保護を受け

たくない」とい

う気持ちがあり、 

限度を超えた我

慢をしているこ

とが多い。 

日本では、生活保

護などに依存する

ことは「甘え」で

あり、 

それを罪悪／恥と 

考える風潮がある。 

自由主義 

社会では、 

貧困は 

”宿命”  

である。 

だから、下流老人の問題は、 

そもそも社会保障制度や 

社会システムの不備の問題、

と認識する必要がある 

日本社会が 

下流老人を大量に 

作り出している。 

下流老人の問題は、 

本人や家族だけの 

問題ではない。 

この意識が、 

下流老人や生活困窮者 

への蔑視、差別、 

バッシングに 

つながっている。 

この意識は、 

下流老人の当事者にも 

存在している 

「貧困に 

陥ったのは 

「自己責任だ、 

という意見は 

多い 

これは、 

「相対的貧困」と

いうことを理解し

ていない、 

見当違いの議論で

ある。 

日本では、貧困に対する社

会的な理解が、 

相当に遅れている。 

「世界の難民や孤児のこ

とを考えれば、 

日本の下流老人はまだ大

丈夫だ」 と言った意見 

「下流老人の貧困も

「自己責任」だから、

社会的な解決策を 

講ずる必要はない」 

[２]  貧困の理解(「絶対的貧困」と「相対的貧困」) 

[３]  貧困は自己責任か？---貧困が起きることは、自由主義社会の宿命である 

[４]  社会福祉（生活保護)を受けるのは「甘え」だと考える風潮。 

       --- 憲法に保証された権利である 

「こんな老後を迎えた

のは、やっぱり自分に

も責任がある」と自分

を責める人が多い。 

この大元は、「基本的 

人権」の思想であり、 

それを守る(憲法をはじ

めとする) 諸制度である。 

この考えでは、 

日本の社会の貧困は 

よくならない。 

貧しい人々は 

救済されない。 

例えば： 下流老人の問題は、 

「相対的貧困」が主体 

であるため、 

貧困が見えにくい。 

このことを広く認識する 

必要がある。 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

 ：  

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第4章 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 pp.125-147 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.11.27 

(4) 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 － 意識と理解の問題  (その2) 
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行政の実状は、 

生活保護基準が 

段階的に引き 

下げられており、 

憲法が保証する 

「健康で文化な 

最低限度の生

活」を 

送れていない 

ケースが増え 

つつある。 

ほとんどの高齢者、 

特に下流老人は、 

このような 

福祉制度を 

よく知らず、 

利用できていない。 

生活保護者の 

補足率は、おおむね 

15～30%しかない。 

（厚生労働省の 

調査による） 

とはいえ、下流老人問題

に対応する日本の社会保

障や社会福祉制度がまっ

たく整っていないわけで

日本社会には、 

生活保護に対す

る偏見や差別、 

無理解が、 

広く存在する。 

生活保護受給者の 

実情は、 

人間らしい最低限度の 

生活を送ることが 

困難な状況。 

生活保護の 

水準をもっと 

下げよう 

という意見：  

国民の生活の 

保証は、 

税の本来的な 

使い道である 

税の本来の意義： 

国民の生活の 

保証、 

富の再配分 

よくある批判： 

「生活保護は 

税金の 

ムダ使いだ」 

この意見は、 

税金のあり方を 

誤解している。 

憲法第25条は、 

基本的人権の 

一つとして、 

「健康で文化的な 

最低限度の生活」 

を国民に 

保証している。 

[５]  生活保護は税金のムダ使いか？--- 税金の本来の意義 

[６]  生活保護の水準は？ --- 憲法が保証している「健康で文化的な最低限度の生活」 

[７]  日本の社会福祉制度 --- あるのによく知られていない、使われていない 

現状に照らせば、 

「もっと低くせよ」と 

いう言葉には 

明らかな人権侵害があり、 

貧困の人々に対する 

差別がある 

働けない人々に対して支払う保証は 

どの程度が妥当なのか、という論点は大事。 

社会保障制度を 

一般国民、特に 

生活困窮者に 

広く知らせる、 

理解してもらう 

ことが大事 

しかし、一般国民も、 

特に高齢者は、 

このような福祉制度を 

よく知らない。 

どうして、広く知られ

ていないのか？ 

利用されていないの

か？ 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第4章 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 pp.125-147 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.11.27 

(4) 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 － 意識と理解の問題  (その3) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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「何かを優先して、 

何かを削る 

ということは 

仕方がない」 

単なる予算の取り合いや総花ではなく、

輻輳・連鎖している多領域の貧困問題を、

総合的に考えて多領域で連携した施策・

解決策を構築するべきである。 

国としては、 

限られた財源の中で 

必要なものから 

優先順位をつけて 

予算処置をしていく。 

各領域別に問題が矮小化され、 

その領域のみの主張が行われて、 

互いに争うことが起こっている。 

生活保護を受ける 

ことでバッシングや 

差別を受けること 

があると、 

必要な人でも 

申請したがらない 

ことが増える。 

国民に社会福祉制度を 

広く知らせる努力を、 

国は積極的にしていない。 

事態を悪化させて

いる理由の一つは、 

行政のスタンスに

ある 

社会福祉制度の 

利用抑制のために、申請主義 

がとられている面がある。 

行政は、「言わなければ 

何も教えない、助けない」 

というスタンスである。 

支援施策のほぼすべてが、 

「申請主義」を採用していること

が、事態を悪化させている。 

例：「高齢者よりも、 

 シングルマザーや子供の 

 貧困を救う方が先だ」など 

実は、 

貧困問題を扱う 

支援団体や 

福祉行政では、 

少ない予算をめぐって

奪い合いが 

始まっている 

(続いている)。 

日本社会には、貧困の問題だけでも、 

 子どもの貧困、障害者の貧困、 

 母子世帯、若者の貧困、 

 高齢者の貧困など、 

多くの領域で問題がある。 

その理想を追求するのが政治、 

そしてわたしたちの役割である。 

子供、若者、高齢者、と「連鎖」し

ていくのが貧困問題である。 

それゆえ、教育、福祉、介護と、 

異なる分野が連携して横断的な 

施策を打ち出さなければならない。 

[８]  日本の福祉行政のスタンスの問題 ---  「本人が言わなければ、教えない、助けない」 

[９]  「下流老人よりも、子どもが先」か？--- 個別視野の議論による財源の奪い合いの弊害 

[10]  解決するべき方向の考え方 --- 領域を跨る総合的な政策とその中の各領域の解決策 

種々の社会問題、 

特に貧困の問題は、 

蜘蛛の巣のように 

あらゆる方面に 

リンクしている。 

 

これを前提にして、 

包括的な施策 

(解決策)を考える 

べきである。 

この行政の 

スタンスを 

変える／変え 

させること。 

それが問題解決の 

大きな根本の鍵 

である。 

 

包括的、総合的な 

方針・ビジョンの中で、 

実際的な施策と 

具体的な解決策を 

作っていく。 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第4章 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 pp.125-147 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.11.27 

(4) 「努力論」「自己責任論」があなたを殺す日 － 意識と理解の問題  (その4) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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(1) 収入面の不備　－　家族制度を前提とした年金制度の崩壊

給与が下がり、 

物価が上がり、 

消費税が増税されて 

きている 

一人暮らしや夫婦だけの高

齢者世帯で、 

年金・年収が少なく、 

下流化が増大している 

核家族化(家族の少人数

化)が進み、 

家族機能が崩壊して 

きている。 

従来の日本社会は、 

家族が互いに助け合う 

(無償で福祉を提供する)

ことで豊かな暮らしを営

んできた。 

そもそも年金制度は、老

後に家族扶助を受けられ

ることを前提に、創設さ

れている。 

生活費を補完する収入と

いう位置づけである。 

総括：  

現在の社会システムが 

下流老人を生み出して

おり、 

その社会福祉制度は 

下流老人の救済に 

あまり寄与できて 

いない 

論点：  

現制度が下流老人を 

どのように支援し、 

どれだけ寄与し、 

どんな不備があるか？ 

本章では、日本の各種社会保障や社会システムを、 

下流老人の問題から検証する。 

以下に8つの視点から検証する。 

家族機能の低下が、 

年金制度の前提を 

崩してしまい、 

下流老人の問題を 

加速させた。 

この年金制度の 

立て直しや、 

役割の見直しを図る 

(最優先で議論する) 

べきである。 

考察：  

根本問題：  

現在は「経済優先・弱者切

り捨て」の原則基づいた社

会システム政策であり、 

その下では下流老人の問題

を簡単には改善できない 

この点の広い認識と、 

方向転換が必要である 

社会の 

変化  

いまは、子や孫自身の 

状況が厳しく、 

高齢者を支えられない。 

(2) 貯蓄・資産面の不備 ー 下がる給与と上がる物価 

現役・若者世代で、 

貯蓄が作れず、 

(将来の)下流老人が 

増える 

企業側の都合で、 

不安定な雇用形態が増え、

労働環境が悪くなってい

る 

企業側の都合で、 

不安定な雇用形態を増し、 

労働条件(賃金など)を悪く 

していて、 

(将来の)下流老人が 

増加する。 

論理的な関係(原因→結果など)  

解決策 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第5章 制度疲労と無策が生む下流老人--個人に依存する政府  pp.149-175 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.12.19 

(5)  制度と政策の問題点  (その1) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
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高齢者が住まいを失う 

ことが、下流化に 

つながる。 

日本の住宅環境が 

整備されていないからだ。 

福祉を補完し、 

より広く支援する 

ために、 

介護保険制度がある。 

下流老人は 

病気になっても、 

経済的困窮から 

未治療、治療中断して 

いることが多い 

医療費が支払えないのは、 

何らかの支援を必要と 

しているのだから、 

各相談窓口や社会保障など

に誘導すべきだ。 

貧困に陥って 

しまった人たちを 

救済する手立ては

あるのか？ 

高齢者の介護と貧困問題が 

切り離せなくなっているから、 

介護のケアマネジャーが 

生活保護や社会保障にも 

つなぐようにするべきだ。 

高齢者が住宅を 

失わないためには 

どうすべきか？を 

まず議論するべきだ。 

最も抵抗なく行える手段は、 

公営住宅への入居。 

  (市価の1/2～1/3) 

公営住宅をもっと 

建設するべき。 

「そうなる前に、家賃

の低い地方に引っ越せ

ばよい」というのは、

多くの高齢者には 

非現実的な話。 

(3) 医療の不備 － ”医療難民”が招く孤立死 

このような病院があること

を積極的に広報すべきだ 

孤立死する高齢者が 

後を絶たないが、 

病死・放置死と 

いうべきもの、 

民間では、 

「無料低額診療施設」があり、

医療を提供しているが、 

あまり知られていない 

本来、医療を広く 

提供するべきであり、 

初期治療が(社会としても) 

医療コストを抑える 

ことになる。 

自治体が 

健康保険料を支払えない 

市民から 健康保険証を 

取り上げるのは、愚かだ。 

コスト的にも逆効果。 

(4) 介護保険の不備 － 下流老人を救えない福祉制度、ケアマネジャー 

(特別)養護老人ホームな

どをもっと増やすべきだ。 

介護保険サービスが 

各家庭の経済状況を 

考慮した設計・ 

(5) 住宅の不備 － 住まいを失う高齢者 

民間賃貸住宅の 

家賃負担が重く、 

多くの人の生活を 

圧迫している。 

年金のほとんどが 

家賃に消える。 

Ｘ 

家賃負担を下げること

が、大きな鍵になる 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第5章 制度疲労と無策が生む下流老人--個人に依存する政府  pp.149-175 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.12.19 

(5)  制度と政策の問題点  (その2) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 
 

シリーズ：「日本社会の貧困」を「見える化」しながら考える　[A] 高齢者の貧困化　
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高齢者が安全に働ける 

就労支援が必要 

原則は、 

高齢者が働かなくても 

生活ができるように 

すること 

老後も働き続け 

なければ、 

生活費を得ることが 

難しいのが実態。 

前向きに 

評価できる面もある。

(労働が尊い、 

社会とのつながり、 

など) 

高齢者(65歳以上)の 

就業率が20%、 

総就業者の10% 

 

生活保護制度の 

「使いづらさ」を 

改良する必要がある。 

国はいま、 

生活保護基準を 

年々引き下げよう 

としている。 

行政の「申請主義」を 

見直し、 

行政、警察、介護・福祉

関係者らで協力して 

解決することが必要 

高齢者を見守る 

地域ネットワークを 

強化することが大事。 

下流老人を救うには、 

孤立しない状況を作る 

ことが必要である。 

認知症高齢者は 

金銭管理すらできないから、

詐欺被害に遭いやすい。 

(6) 関係性・つながり構築の不備 － 助けの手が届かない 

(7) 生活保護の不備 － 国によって操作される貧困の定義 

生活保護基準を、 

「健康で文化的な 

最低限度の生活」 

よりも 

下げるべきでない 

(8) 労働・就労支援の不備 -- 死ぬ直前まで働かないと暮らせない!? 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第5章 制度疲労と無策が生む下流老人--個人に依存する政府  pp.149-175 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.12.19 

(5)  制度と政策の問題点  (その3) 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

 
シリーズ：「日本社会の貧困」を「見える化」しながら考える　[A] 高齢者の貧困化　
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さらに、 

人間疎外に慣らされた 

私たちの意識と感情を 

正すべきである 

過度に経済優先の 

社会システムを 

正すべきである。 

下流老人に陥るのは、

個人の能力不足や 

怠惰のせいなど 

ではない。 

無料低額宿泊所に代わる 

新しい社会資源の 

創造が求められる。 

4つの素案： 

このような悪徳の宿泊所

の利用者が増えつつある。 

「無料低額宿泊所」の 

実態が問題。 
高齢者を搾取する、 

「貧困ビジネス」の 

存在が明らかに 

されている。 

8つの視点からの制度批

判のまとめ 

高額な施設利用料、 

劣悪な居住環境、 

粗末な食事、 

転居支援・自立支援の少なさ、 

など、苦情多数。 

(コラム3)  下流老人の生き血を吸う「貧困ビジネス」 

『TRIZホームページ』 （編集者： 中川 徹） http://www.osaka-gu.ac.jp/php/nakagawa/TRIZ/ 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第5章 制度疲労と無策が生む下流老人--個人に依存する政府  pp.149-175 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)  (中川 徹)  『TRIZホームページ』掲載 2015.12.19 

(5)  制度と政策の問題点  (その4) 

 
シリーズ：「日本社会の貧困」を「見える化」しながら考える　[A] 高齢者の貧困化　

 
－ 19 －



人間関係を豊かにする 

「場」を持とう 
意識の問題 - いざというときの

ために「受援力」を身につけておく 

心の問題 －人間関係を豊かに 

持とう 

お金の問題 - まず貯蓄をしておく 

 

下流老人にならないための「予防」 

医療の問題 - 今のうちから病気や

介護に備える 

保護が決定すると、「保護費」 

＝「最低生活費」－「年金・収入

等」が毎月支給される 

保護の受給要件： 
受給したい場合、まず住んでい

る地域の福祉事務所の生活保護

担当に申請する 

意識の問題  

 

- 社会保障を受けるのは権利。

負い目を感じなくてよい。 

 

-プライドを捨てて、目に見えな

い制約から自由になるとよい 

下流老人に陥ってしまった場合の対策 

各区・市が設置、町村部では都道

府県が設置 
保護費は、年齢、世帯人数、地域などで

違う。世帯単位に支給される。 

例： 都区内に住む単身無収入高齢者の 

 場合： 「生活補助費」約 8万円、 

       「住宅補助費」約 5万円 

この他に、「医療扶助」や「介護扶助」

が受けられる(本人負担なし) 

資産の活用： 預貯金、車や宝石、利用

していない不動産、積み立て型の保険な

ど。 

能力の活用：「働くことができる状態か

どうか」を意味する 

受給内容や要件について詳しくは、

最寄りの福祉事務所やNPO団体など

に相談するとよい 

無料低額診療施設（民間の病院など）

では、生活困窮者が無料または低額な

料金で診療を受けられる 

生活困窮者、外国籍の人、健康保険証が

ない人、ホームレスの人など、誰でも利

用できる 

「任意後見制度」を活用して、予め老後

の世話を頼む人を選任しておくとよい 

（認知症や体が弱った時のために） 

早い段階から家計を管理して、可能な限り

少しでも貯蓄していくことを心がける 

わたしたちの高齢期は昔と違い相当に長い、 

病気や事故で突発的にまとまったお金が必

要になる可能性も高い。 

高齢期に孤立する前に、なるべく

多くの人と助け合いの関係性を築

いておく 

生活が貧しくても、料理を持ち

寄ったり、おしゃべりをしたり、

老人クラブで踊ったりしている人

は、貧困に陥らない。 

できる限り働く（出会いや交流を

主眼に楽しみながら働く)ことも、

人間関係の貧困を防ぐ。 

支援をしやすい方： 話しやすい、プ

ラス思考、自分から問題解決に当たる、

自分の問題を把握している、支援方法

や制度を学んでいる。 

支援が困難な方： かたくなに心を閉

ざしている、自暴自棄になっている、

マイナス思考、問題解決に消極的、問

題を把握できずやみくもに行動する、

など。 

問題が発生したら、早めに相談し、速

やかに支援を受けられるような体制と

心構えを自分のなかで作っておくこと 

貯蓄があっても、下流老人にな

るときは、なる。だから、お金

以外の部分が、豊かな老後のた

めには大事だ。 

老後が見えてきた50代後半からは、家

族など人のつながりを中心にした生活

に価値観をシフトしていく必要がある。 

配偶者や子ども、家族、近所の人たち、

友人など、周囲の人間関係を大切に。 

それがやがて、自分自身を救うセーフ

ティネットになる。 

人生は長いし、苦難が多い。その苦難を

一緒に乗り越えるためにも、自分の苦し

みを理解してくれる人をもつこと。 

最低限度の生活保障は必要だが、

文化的な暮らしを維持できるか

は、老後の人間関係が大きく左

右する。 

政府は、申請主義から脱却し、社会保障制

度に対する啓発活動を行うべきだ 

注： 「プライドを捨てよ」と

いう表現(原著)が適切でないの

でないかと思う(中川)  

「世帯単位で行い、世帯員全員が、その

利用しうる資産、能力その他あらゆるも

のを、その最低限度の生活の維持のため

に活用することが前提」 

保護申請すると、生活状況などの調

査が行われ、受給要件を満たしてい

ると、生活保護の認定が行われる 

貧困高齢者にも、 

幸せな人は沢山いる： 

人とのつながり、 

人間関係を豊かに 

持っている人たち 

居場所の問題 -地域のボラン

ティアや市民活動に参加しておく 

知識の問題 -  

 

生活保護や福祉の制度を

正しく知っておく 

原典：藤田孝典著『下流老人』 第6章 自分でできる自己防衛策       

論点の可視化（「札寄せツール」による図示) (中川 徹)  
『TRIZホームページ』掲載 2016. 1. 9 

(6) 自己防衛策 - 対策と予防 

－どうすれば安らかな老後を 

  迎えられるのか 

pp.149-175 
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その対策は「待った

なし」だ。 

まず、貧困が現在すでに大規

模に存在するという認識で、

制度を考える必要がある。 

「下流老人」（生活保護基準相当で

暮らす高齢者)が大量に生まれてい

る(約 6～７百万人)。 

これらを救済・防止する主体

も、国や政府であるべきだ。 

（国や政府が）日本に貧困が

あることを認め、格差是正や

貧困対策を本格的に打ち出す

ことが何よりも必要。 

貧困による悲惨な現実を直視し、当

事者の声から社会福祉や社会保障を

組み立て直していく必要がある。 

家庭の貧困で十分な教育を受け

られず、生涯低所得の仕事にし

か就けない人々が繰り返し生み

出される危険がある。 相対的貧困率<2012年 16.1%) を

抑制しなければ、日本社会が持

続可能性を失ってしまう。 

「貧困対策基本法」を法制化し、

国民の防貧や救貧対策を国家戦

略として強化するべきである。 

そこで、所得の再配分機能を高めて、

社会保障を手厚くしていくことが、

必要であり、可能である。 

一方で、金持ち老人が大勢いる。

また、資産家、高所得者もあり、 

貧富の格差が大きい。 

生活保護には「スティグマ

感（恥辱感）」が根強く植

え付けられてきた。 

この結果、生活保護の制度

があるのに利用しない（利

用できない）人が多い。 

生活保護を受けやす

く、分かりやすくし

ていく必要がある。 
政府や自治体は、まず、「生活保

護で救済できる」ことを生活困窮

者にきちんと知らせ、申請に来る

ようにさせる必要がある。 
現在の生活保護は、8つの保護

をセットで提供する「救貧制

度」である。  

生活扶助、住宅扶助、医療扶助、

教育扶助、介護扶助、葬祭扶助、

生業扶助、出産扶助、の8つ。 

生活保護が「貧しくなってから

助ける」もので、「貧しくなる

ことを防ぐ（防貧)」観点がな

いことが問題である。 

資産がすべてなくならないと、

生活保護を受けられない。 

（下流老人を含む）多くの相談者

は、「生活保護のうちの一部でも

別枠で補助してくれれば、生活が

かなり改善し、生活保護を受けな

くてもやっていける」と話す。 

生活保護制度を「扶助項目

ごとに分解」して、より受

給しやすいように「社会手

当化」する。 
下流老人にとって住宅費が想像以

上に重い。(高齢者単身世帯の1/3

が借家住まい) 

低所得者(若者、非正規雇

用者、高齢世帯など)が、

民間賃貸住宅を借りるため

の支援や軽減措置がなかっ

たのが問題。 
雇用の流動化、不安定化が

進み、若者が住宅ローンを

組んで高額な住宅を購入で

きない。 

若者の雇

用や生活

環境が非

常に悪化

している。 

厚生年金に加入できず、国民年金

の未納率が約 4割。年金すらかけ

ていない若者が珍しくない。 

国民皆年金制度は、雇用の

不安定化によって、緩やか

に破綻しつつある。 

国民年金に代わる社会保障制度を構

築しないと、若者たちの老後を保障

できなくなる。大きなコスト増と社

会不安が起こる。 

現役時代の報酬に関係なく、

最低限の老後の生活資金を

保証するシステムが必要だ。 

税を投入して老後を保障する

という議論が広がるべきだ。 

国民年金で40年間保険料を支

払っても、得られる年金は約

6.6万円で、生活保護の生活扶

助費と同程度しかない。 

それならいっそ、国民年金

制度を廃止し、生活保護制

度の生活扶助に一元化して

はどうか？（一つの案とし

て） 

給与が低くて苦しい生活を

している若者から国民年金

保険料（掛け金)を無理に

払わせないのがよい 

国民年金保険料の減免

措置と減免申請のこと

を、十分告知するべき

だ。 

現在の若者の多くは、高齢にな

ると、下流老人と化す。これは

現状避けようがない。 

若者の婚姻率も下がり、子

どもを生まない／生めない

人々が増えてきた。 

少ない雇用や収入源をどの

ように分けあい、再分配し

ていくかが、問題。 

税をどこから取り、どこに再分

配するかを決めるのは政治であ

り、その意思決定を促すのは、

われわれ国民である。 

わたしたちが諦めずに声を上げ

ることで、「暮らしにくさ」を

変える可能性がある。（歴史が

示している) 

真に住みやすい社会を構築するために、私たち

は何を選択し、何を訴えていくべきか？共に考

え、行動していくことが必要である。 

論点の可視化（「札寄せツール」による図示)(中川 徹) (7)政策の検討と提言 

原著：藤田孝典『下流老人：一億総老後崩壊の衝撃』(朝日新書、2015.6) 第7章 一億総老後崩壊を防ぐために 

下流老人問題に対する著者

なりの提言をまとめておく 

受給者の収入を増やすよりも、

支出を減らす政策を実行してい

く方が現実的だろう。 

これは少子化対策などに

有効である。(ヨーロッパ

各国での成功事例がある) 

生活保護や社会保障を受けること

は、権利であるという認識を確立

し、浸透させる必要がある。 

生活保護の一部分を扶助するこ

とにより、生活を成り立たせ、

資産のすべてを失わなくてよい

ようにするのがよい。 

家賃(の一部)補助を進

める。高齢者・低所得

者が楽になり、若者が

家庭を持ちやすい環境

を作ることができる。 

いま、日本社会の貧富の格差が

大きくなり、一部の富裕層を除

いて、「総老後崩壊」の状況に

なる危険が大きい。 

現状、基本認識など 提言など 考察・方向づけなど 

低所得でも、誰もが住

まいを失うことがない

ような、新しい住宅政

策が必要である。 

下流老人の貧困だけでなく、若年層の

貧困、子どもの貧困などが存在し、そ

れらが連鎖して、日本社会全体の貧困

が進んでいることが問題なのである。 

課税対象については、資産

や所得を総合的に議論し、

取れる層から徴取する。 

下流老人（やワーキングプ

アの若者たち)を生み出す

のは、国であり社会システ

ムである。(当人個人だけ

の問題ではない) 

若者の雇用や生活環境が急速に劣化

し、低所得化が進行している。非正

規雇用、ワーキングプアなど。 

「健康で文化的な最低限度の

生活」は、憲法が保障する基

本的人権である。これが社会

保障の基本認識である。 

これまで獲得してきた資産

や資源をどのように分配、

利用するかが問題。 

『TRIZホームページ』 
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原典: 『下流老人』(藤田孝典著) 「第 7 章 一億総老後崩壊を防ぐために 」 (最終章) 

 

「見える化」ノート、(７) 政策の検討と提言 (文章化したまとめ) 中川 徹、2016 年 1 月 5 日 

 

 著者(藤田孝典氏)が本書最終章に記述している提言(とその論理)をまとめて文章化すると、以下のようで

す。(「要約版」の図を見ながら、さらに簡単にしています。「状況・考察==>提言」の形式で表現しました。)  

 

(1) いま、「下流老人」（生活保護基準相当で暮らす高齢者)が大量に生まれており、約６～７百万人と推定

される。また、若者の雇用や生活環境が急速に劣化し(非正規雇用やワーキングプアなど)、低所得化が進

行している。下流老人の貧困だけでなく、若年層の貧困、子どもの貧困などが広く存在し、それらが連鎖して、

日本社会全体の貧困が進んでいることが、問題なのである。これらの下流老人やワーキングプアの若者たち

を生み出すのは、国であり、社会システムである（当人個人だけの問題ではない)。 

 

==> 国や政府が、日本に貧困が広がり、進行しつつあることを認め、格差是正や貧困対策を本格的

に打ち出すことが、何よりも必要である。 

 

(2) 「健康で文化的な最低限度の生活」は、憲法が保証する基本的人権(の一つ)である。これが社会保障を

進めるための基本認識である。この意味で、生活保護をはじめとする社会保障を受けることは、権利であると

いう認識を確立し、浸透させる必要がある。下流老人が多くいると同時に、富裕な老人も多くおり、資産家・

高所得者もあって、貧富の格差が大きいのが実情である。これは、(税制による)所得の再分配機能を高めて、

社会保障を手厚くしていくことが、必要であり、また、可能であることを意味する。課税のしかたについては、

資産や所得を総合的に議論して、決めるべきことである。 

 

==> 上記の基本理念のもとに、「貧困対策基本法」を法制化し、国民の貧困化を予防し、貧困から救

済するための方策を、国家の重要戦略として建てるべきである。 

 

(3) すでにある生活保護の制度を受けることに対して、国民に(権利ではなく)「恥ずかしいことだ」という意識

が植えつけられている。上記(2)の理念に基づき、制度を分かりやすく、受けやすくすることが、まず最初に必

要である。 

 

==> 政府や自治体はまず、(下流老人に限らず)生活困窮者に対して、「生活保護で救済できる」こと

をきちんと知らせ、保護申請に来るように誘導することを、するべきである。 

 

(4) 現在の生活保護は、(困窮して、資産などをすべて使い果たしたのちに〉8 種の扶助（生活、住宅、医療、

教育、介護、葬祭、生業、出産)をセットで提供する「救貧制度」である。「貧しくなってから救ける」もので、

「貧しくなることを防ぐ(防貧)」観点がないことが問題である。実際、生活相談に来る多くの人は、「生活保護

のうちの一部でも補助してくれれば、生活がかなり改善し、生活保護を受けなくてもやっていける」と話す。 

 

==> 生活保護制度を「扶助項目ごとに分解」して、社会手当の形で、もっと受給しやすくする。これに

よって、(旧来の)生活保護の一部分を扶助することにより、生活を成り立たせ、資産のすべてを失わ

なくてもよいようにする。 

 

(5) 下流老人には住宅費の負担が想像以上に重い。また、若者たちも住宅ローンを組んで高額な住宅を買

うことはできなくなっている。ところがいままで、(住宅購入の支援制度はあるが)低所得者が民間賃貸住宅を

借りるための支援制度がない。住宅政策を改め、低所得でも誰もが住まいを失わないですむようにするべき

である。 

 

==> 家賃の(一部)補助を進める（これは上記(4)の扶助の一例である)。高齢者や低所得者が楽になり、

若者が家庭を持ちやすい環境を作ることができる。これは、少子化対策などに有効であり、ヨーロッパ

各国で成功事例がある。 
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(6) 若者の雇用や生活環境の悪化のため、厚生年金に加入できず、国民年金の未納者が約 4 割ある。また、

仮に 40 年間国民年金を掛け続けても、将来得られる年金は約 6.6 万円で、生活保護の生活扶助費と同程

度しかない。これらのことは、国民年金制度が、破綻しつつあることを示している。この状況では、給与が低く

て苦しい生活をしている若者に、国民年金の掛け金を無理に払わせないのが良い(生活を維持する方が大

事)。 

==> 国民年金保険料の減免措置があることを告知し、(無届の未納ではなく) 減免申請を薦めるべき

だ。 

(7) 上記(1)(6)の状況で、現在の若者の多くは、高齢になると下流老人と化す (これは、現状では避けようが

ない)。いまの国民年金制度は破たんしつつあるから、これに代わる社会保障制度を構築して、若者たちの

老後を保障するようにしなければならない。そうでないと、将来に大きなコスト増が生じ、社会不安が起こる。 

==> 国民年金制度に代わる新しい制度を構築し、老後の生活を最低限（すなわち、憲法が定める

「健康で文化的な最低限度の生活」)保証するようにしなればならない。それは、現役時代の報酬に

関係なく、(低収入だった人も含めて)すべての人に保障するものでなければならない。 

(8) 上記(7)を実現するためには、税金を投入して、すべての人の最低限度の生活を保障することを考えざる

をえない。 

==> それは結局、生活保護制度の生活扶助に相当する。それならいっそ、国民年金制度を廃止し、

（上記（4)で述べたような新しい) 生活保護制度の生活扶助に一元化するとよいのでないか。 

(9) 上記の(1)(6)(7)で言っているのは、「今、日本社会の貧富の格差が大きくなり、貧困が拡大して、一部の

富裕層を除いて、「一億総老後崩壊」の状況になる危険が大きい」ことである。上記に提案しているすべての

対策案は、税金で賄って国から支出することを含意している。税金によって、富の再分配を図る、富んでいる

所・人から徴収して、貧しい所・人に分配する。このような徴収・分配・利用のやり方を決めるのは政治であり、

その意思決定を促すのはわたしたち国民である。 

==> 真に住みやすい社会を構築するために、何を選択し、何を訴えていくべきか？国民がともに考

え、行動していくことが必要である。 

以上 
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正誤と編集後記　(中川 徹、2016. 6.25 (第2刷))

第１刷 (2016. 3.25) では、原著最終章のまとめ 「(7) 政策の検討と提言　（文章化したまとめ）　中川 徹」
を誤ってp.2-3 に置きましたが、このたび正常な位置p.22-23に移しました。また、藤田さんの原典の表
紙の図を、本冊子の裏表紙に掲載し、本冊子と原典との関係を明示しました。

原典『下流老人』に関して、Amazonサイトでのカストマーレビューは、高い評価も多いのですが、低い評
価も多いのには驚きました。「貧困は自己責任だ、生活保護へのタカリを助長するな」といった意見で、
著者が第４章で議論していた点です。

 勝つことを目指す競争社会において、「助け合い」がきちんと位置付けられていないからだ、と気づきま
した。そこで、「「自由」 vs. 「愛」：人類文化を貫く主要矛盾」という論考を、『TRIZホームページ』に掲載し
ました。「自由」と「愛」と、そして両者を支える「倫理」（人の道、良心）を、適正なバランスを持って理解
し、それを社会システムに反映させることがやはり大事と思います。

高齢者の貧困だけでなく、現役世代・若者世代の貧困、子どもの貧困など、大きな問題をきちんと考え、
しっかり議論したうえで方向づけを得て、行動していくことが、現在と将来の日本の社会のために大事で
す。

本冊子のPDF版をWebで公開しています（『TRIZホームページ』）。
印刷版は非売品です。ご活用下さる方は中川までEmailを下さい。お送りいたします。



原著者（藤田孝典さん) からいただいたメッセージ 

中川 徹 様

ホームページ（『TRIZ ホームページ』) やこの「見え

る化」のページを拝見しました。

「見える化」の図が、わたしの著書の記述を、誤解な

く適切に表現していることを嬉しく思います。

「見える化」の図が、分かりやすいことから、拙著が多

くの人により理解され、議論する土台として役立つこ

とを期待します。

現在の読者は、時間の制約もあり、なかなかすべて

の著作を読み込むことが難しくなっています。

そのようななか、この「見える化」の冊子が、多くの人

の目に触れ、わたしのものに限らず、多くの著作の

理解と議論が広まることを望んでいます。

2016 年 3 月 8 日   藤田 孝典
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